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株式会社 ぶんか社
 


若頭から溺愛されました。




　（事務ＯＬな花嫁はいまだ困惑中です）





一文字鈴・著

もなか知弘・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　伏ふし見み優ゆう菜なは、両親が経営している伏見事務機で事務を担当している。

「見積書の確認も済んだし、今日の仕事は終わりね」

　ほっとして息をつき、壁時計を確認すると、もう終業時間を過ぎていた。

　片付けを始めると、「大変だ」と叫びながら、優菜の弟で新入社員の和かず也やが、オフィスに駆け込んできた。

「営業から戻ったのね、和也、お疲れさま。そんなにあわててどうしたの？」

「ね、姉さんっ、大変だ。お、お客さんがっ」

「わかった。取引先の方かな。定時を過ぎているけど、大丈夫よ」

「ち、違うんだ、取引先じゃなくて……」

　口ごもっている和也の後ろから、黒いスーツを着た男性がぞろぞろと現れた。

　目つきが鋭く屈強で、どう見ても普通の社会人には見えない。

（え、な、何？　この強こわ面もての人たちは）

　思わず後ずさりし、立ちすくんでいると、男たちが道を開け、長身の男が進み出た。

　背後に人相の悪い男たちを侍はべらせている彼は、二十代後半くらいで、彫りが深く、切れ長の瞳と高い鼻すじが精せい悍かんで、驚くほど整った顔立ちをしている。

「失礼します。我われはこういう者です」

　存在感のある彼が差し出した名刺を両手で受け取り、確認するように読み上げる。

「大おお堂どう産業、副社長、大堂俊しゅん介すけ様……」

「──大堂と申します。社長に面会をお願いしたいのですが」

　美形の彼が穏やかな眼差しを向けてそう言うと、ハッとした和也が優菜の腕を引っ張り、ひそひそと耳打ちする。

「姉さん、大堂産業って、大堂組のことだよ」

　大堂組は、この辺りで知らない者はいない大きなヤクザの組だ。

　こくりとツバを飲み込み、そっと名刺と彼の整った美貌を交互に見つめていると、和也が耳元で囁ささやいた。

「しかも、あのイケメン、苗字が大堂で副社長って、組の跡取りなんじゃないか？」

「なぜそんな人達が父さんに会いに来るの？」

「さあ、悪い予感しかしないけど……」

「おい、何をこそこそしている。うちの若頭をお待たせするな」

　背後に控えていた男が苛いらついた声を上げ、そばにあったキャビネットをゴンッとすごい音をさせて蹴り上げた。

　優菜の両親と弟の和也を入れても、従業員数は十八人しかいない小さな伏見事務機のオフィス内に戦慄が走る。

「……ど、どのようなご用件でしょうか」

　かすれた声で優菜が尋ねると、バシッと机の上を男が叩き、びくっと優菜の肩が揺れる。

「ごちゃごちゃうるせえよ。余計なことを言わずにさっさと…」

「待て。話し合いに来ただけだ。乱暴なことをするんじゃない」

　黙っていた美形の彼が鋭い眼差しを向けると、男たちが「はっ、若、申し訳ありません」と、一斉に頭を下げた。

（話し合いにぞろぞろ手下を連れてこないで）

　心の中で叫ぶと、男たちを圧倒しながら、彼──俊介さんが射抜くような視線を優菜に向けた。思わず腰が引けてしまう。

「社長にお取り次ぎを願います」

　すごみのある笑顔で繰り返され、優菜は両親を呼んでくれと和也に囁き、男たちを応接室へ案内した。

「少々お待ちください」

　頭を下げたところで、両親が入ってきた。

「これは大堂組の……わざわざすみません」

　父の声を聞きながら、優菜はそっと退室し、扉を閉めた。

「なんでヤクザがうちの会社に来たんだろう」

　和也が心配そうに応接室の方を見つめ、何度目かわからないため息をつく。

　両親とヤクザが応接間に入って、もう三十分以上が経っている。優菜も不安になった。

　ふいに空気が動き、扉が開いて俊介さんという美貌の男を先頭に、ぞろぞろ部下が出てくる。

「それでは、失礼します」

　彼は優菜の方を見て、思わず見惚れてしまうような微笑みを浮かべ、立ち去った。

「優菜、和也、ちょっといいか」

　父に呼ばれた優菜と和也は、応接室のソファに並んで座り、両親と向かい合う。

「父さん、母さん、一体何があったの？」

　身を乗り出すように問う優菜と和也に、父は困ったように眉を下げた。

「うん、実は……この会社の土地を大堂組に売ろうと思っているんだ」

　父の言葉に、優菜と和也は仰天した。

「な、なんで……っ」

「いろいろ考えたんだが、それが一番いいと思うんだ」

　驚きのあまり、口を開けたまま何も言えずに固まった。

（そ、そんな……立ち退きなんて。会社がなくなったらみんなはどうなるの？）

　優菜の頭の中に、従業員のみんなの顔が次々に浮かぶ。

　営業の柴しば本もとさんは奥さんが出産間近だし、事務の清きよ美みさんはシングルマザーで頑張っている。彼らの将来を考えると、ヤクザの脅しに負け、会社を潰すわけにいかないと奮起する。

　五十を超えた両親が、小声で話し続ける。

「さっき来ていたのが、大堂組の若頭さんなんだよ。若いのにしっかりされている。彼にすべて任せて、この土地を売ろうと思うんだ」

「何て弱気なことを……私は反対よ。立ち退きなんて、絶対に嫌。さっきの人に直談判してくる」

「優菜、ちょっと待ちなさい──っ」

　両親が止める声を背中に聞きながら、優菜は会社の裏口に停めてある自転車に飛び乗ると、彼の名刺の住所へ向かう。

　チリリンと音がして、背後から和也が自転車で追って来た。

「姉さんひとりじゃ危険だよ。僕も一緒に行くから──」

「和也、ありがとう。すごく心強い」

　名刺の住所は、繁華街から近く、大きな通りから裏道に一本入った、八階建ての大きなビルだった。

「大堂産業って看板が出てる。和也、ここみたい」

「なんか堅気の会社みたいだね。ヤクザの本部ってもっとこう和風で古めかしい感じなのかと思った。で、どうやって中に入る？」

　自転車を停め、ビルの入り口を見る。防弾ガラスのような扉はオートロックがかかっていて、中から解除されなければ入れないシステムのようだ。

「この人に電話してみる」

　携帯電話を取り出して、俊介さんの名刺の番号へ電話する。心臓がバクバクしている。

「……あの、お、大堂俊介さんにお会いしたいのですが。わ、私は伏見事務機の者で、今、ビルの下に来ているとお伝えください」

　少しの間保留になった後、「それでは八階へどうぞ」と低い声が受話器から聞こえ、正面のガラスの自動ドアが開いた。

「行こう、和也」

「お、おおおう」

「カズ……大丈夫？　顔色が悪いよ」

「姉さんもすごいよ。顔が真っ青だ」

　表情を強こわ張ばらせたまま、二人でビルの中へ入る。

　すぐに黒スーツ姿の屈強な男たちに取り囲まれ、「ひっ」と和也が優菜にすがりついた。

　普通は男女の役割が逆だと思うが、弟なので仕方がない。

　彼らに取り囲まれるようにしてエレベーターに乗り、八階で降ろされる。

　廊下の突き当りの、広い部屋へ押し入れられた。どうやら応接室のようで、大きな黒革のソファセットに優菜と和也が並んで座る。

　足元に敷かれているのは動物の毛皮で、壁には神仏が祀られ、その隣には真剣が飾られている。

「姉さん、なんだかこの部屋、怖いよ……。それに手下がたくさん見張っているし」

　和也が囁いた直後、応接室のドアが開き、俊介さんが入ってきた。

「若、こいつらが話があると言ってます」

　舎弟のひとりが腰を折るようにして頭を下げると、俊介さんが二人に向かい合うように、革張りの椅子に座って、長い足を組んだ。

「やあ、先ほどはどうも。伏見事務機の方ですね。大堂俊介です。お名前を伺ってもよろしいですか？」

　彼はヤクザとは思えない穏やかで丁寧な口調で話しかけてきたが、応接室をぐるりと黒服の舎弟たちが立ったまま取り囲んでいる異様さに、和也がガクガクと震え、言葉が出ないようだ。

　優菜はぐっと拳を握りしめた。

「わ、私は伏見優菜で、隣にいるのは弟の和也です。た、立ち退きの件で、お、お願いがありまして……」

「立ち退き？」

　彼が形のよい眉を跳ね上げた。鋭い眼差しにこくりと喉を鳴らして、言葉を続ける。

「か、会社には十五人の従業員がいます。彼らの生活の為にも、どうか立ち退きだけは」

　横から和也が、上ずった声を出した。

「そ、そうだっ、ヤ、ヤクザなんかに屈するものか。あの土地は絶対に売らないからな！」

「か、和也」

　パニックになりやすい和也は、興奮すると我を忘れてしまう。

　ヤクザなんかという言葉に反応した若い舎弟が、背後から和也の腕を掴んで立たせた。

「貴様、大堂組を侮辱するのか？　あぁん？」

「ひいいぃぃぃっ」

「──待て、素人相手に熱くなるな。話の邪魔だ」

「はっ、若、申し訳ありません」

　俊介さんが諌いさめると、舎弟はすぐに和也の腕を放し、和也は青ざめてへなへなとその場に座り込んだ。

　俊介さんが背もたれにもたれ、ひじ掛けに手を置いて紳士的に告げる。

「大堂組は、仁義を大切にしている。筋の通らないことはしないから安心してくれ」

「だ、だったら、立ち退けなんて言わないでください」

　思わず優菜が言い返すと、和也がバッと顔を上げた。目に涙を浮かべ、ヤケクソのように叫ぶ。

「そうだ、何が仁義だっ、ヤクザはヤクザだ。弱いものいじめをするくせに、笑わせるな！」

「──なんだと？」

　俊介さんの口調が変わり、端麗な彼の顔に怒気が浮かんでいる。美形が怒るとものすごい迫力があり、部屋の温度が一気にマイナスになり、場の空気が凍りついた。

「おうおう、てめえらは組を侮蔑してるのか？　若、こいつら締め上げてやりましょう」

　舎弟が叫ぶと、和也がぶるっと体を震わせた。

「に、逃げよう、姉さんっ、殺されるっ」

「和也……でも」

　立ち退きを反ほ故ごにしてもらうように頼みに来たのだ。彼らが会社をあきらめると言うまで帰らないと思っていると、バッと和也が立ち上がった。

「ごめん、姉さん、僕、先に行くよ」

　一目散に応接室のドアに向かったが、すぐに控えていた舎弟に取り押さえられてしまう。

「お、弟に乱暴しないでください」

　話がわかりそうな俊介さんに頼むが、彼は腕を組んで感情の読めない顔で優菜を見つめている。

「君の弟は大堂組を侮辱したんだよ」

「す、すみません。私からも謝りますので」

「ん？　よく聞こえなかった」

「……あの、本当にすみません」

「聞こえないな」

　冷淡な声に、唇を噛みしめて俊介さんを見つめる。

　できることなら逃げ出したいが、従業員のみんなを路頭に迷わせるわけにいかない。
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「か、和也は侮辱したつもりはありません。誤解させたのでしたら、謝ります。でも……」

　震える手を握りしめ、懸命に声を出す。

「わ、私達は、た、立ち退くつもりはありませんから……っ」

　恐怖を抑えて言い切ると、俊介さんが驚いた表情で目を見開いた。

「ほう、なかなかいい度胸をしている」

　俊介さんが立ち上がり、優菜の腕を掴んで立たせた。ずっと上背がある彼を見上げ、足の震えを懸命に抑える。

「姉さんに何をするっ」

　和也が半泣きの声を上げたが、舎弟に腕をねじり上げられ、「うっ」と呻うめいた。

「やめて、弟に乱暴しないで……っ」

「優菜」

　優しい声で名を呼ばれ、彼が身をかがめるようにした。

「気に入ったよ」

「……え？」

　目の前に俊介さんの美貌が近づいて、思わず一歩後ずさると、彼が楽しそうに笑った。

　少年のような笑顔に不覚にも見惚れていると、彼はとんでもないことを言い出した。

「俺と付き合ってくれないか」

「は？　わ、私……？　え、でも……」

　意味がよくわからず、大きく口を開けると、彼がすっと目を細め、繰り返した。

「俺と付き合ってください」

「……」

　驚きすぎて声も出ない。周囲の舎弟たちもあんぐりと口を開け、こちらを見ている。

「君がかわいいから、少し意地悪なことを言った。俺は君のことが好きだよ、優菜」

　甘い囁きに、思わずぱちぱちと目をまたたかせ、告白されているのだと理解した途端、どうしていいかわからず戸惑いながら視線を泳がせる。

「わ、私……」

「──もしかして、他に恋人がいるのか？」

　地を這はうような低い声に驚いて顔を見ると、射抜くように見つめ返され、ぞくりとした冷たいものが背中を伝う。

「い、いいえ、そんな人はいません」

「なら、俺と付き合ってくれ」

　いくら美形でも彼は極道だ。怒らせると指が飛ぶような気がして、付き合うなんて怖くて考えられない。

「あ、で、でも、あの……」

　怯えて口ごもる優菜に、彼は表情を陰らせた。

「極道と付き合うのが嫌なのか？」

「い、嫌というわけでは……」

　傷ついたような顔になった彼を前に頷くことができず、困惑していると、彼が切れ長の目で見据え、強い口調で言う。

「そんなに深刻に考えなくてもいい。恋人ごっこのようなものだ。君が俺と付き合ってくれるなら……そうだ、会社を継続させてあげよう」

「かっ、会社を継続？　立ち退かなくていいんですか？　ほ、本当に？」

　恋人ごっこという言葉の意味がよくわからないが、立ち退かなくていいのだ。

　信じられない気持ちでいると、彼がふわりと微笑んだ。

「極道は言った言葉の責任は必ず取るよ。それじゃあ、連絡先を交換しよう。携帯電話を出して」

「……あ、はい」

　仕事のベストスーツのまま来たので、スカートのポケットから携帯電話を取り出し、彼に手渡す。彼は自身の携帯電話を取り出して素早く操作し、返してくれた。

「俺の連絡先を君の携帯の中に入れたからね。毎日、電話するよ」

「ま、毎日ですか？」

　思わず聞き返すと、彼がくすっと笑った。

「ああ、俺は重いよ。覚悟してくれ」

「覚悟、と言われましても……」

「優菜」

「は、はい……きゃっ」

　腕を引っ張られ、逞たくましい胸の中に抱きしめられて思わず小さく悲鳴を上げてしまう。

　視界いっぱいに彼のダークスーツが広がり、彼が使用している香水の爽やかな香りに包まれた。

「必ず俺を好きにさせてみせる。それまでは恋人ごっこでいいから、俺と付き合ってくれ。いいね？」

「あの……は、はい。お、大堂さん」

「俊介だ。恋人なのだから、下の名前で呼んでくれ」

　強く抱きしめられて、耳元で囁かれ、頭の中が真っ白になっていく。

「しゅ、しゅんすけ、さん、あの、」

「うん？」

「は、放してください」

　強く抱擁されていた腕が緩み、よろよろと下がった途端、テーブルに強く足をぶつけてしまい、痛くて涙目になった。

「大丈夫か？」

「は、はい」

　結局、それ以上何も言えず、優菜は和也と共に大堂組のビルを後にしたのだった。

「……カズ、このことは父さんたちには内緒にして」

　自転車をこぎながらそう言うと、和也は「わかった」と神妙な顔で頷いた。

　立ち退きを回避するために、娘がヤクザと付き合うことになったと知ったら、きっと両親は胸を痛めるだろう。

「でも、姉さん、本当に大丈夫？　いくら美形で優しそうでも、あの人はヤクザの若頭なんだよ。……僕、姉さんがむちゃくちゃエッチなことされて、廃人みたいになったらと思うと……」

「そ、そんな怖いことを言わないで」

　心配そうな和也の顔を見ていると、優菜の胸はさらに不安になっていく。

　二人は会社に戻り、心配していた両親と一緒に自宅へ帰った。

　優菜たち家族の家は、会社近くの古い一軒家で、家族と夕食を食べている時に早速優菜の携帯が鳴った。

　画面を確認して俊介さんからだとわかると、あわてて二階の自分の部屋へ行き、通話ボタンを押す。穏やかでよく通る彼の声が聞こえてきた。

　『やあ、優菜。何をしていた？』

「か、家族で、晩御飯を食べてました」

　緊張しながら答えると、メニューは何だと聞かれた。

「肉じゃがとおみそ汁とキャベツのサラダです」

　『君が作ったのか？』

「いいえ、母が」

　『そうか。いつか、俺のために食事を作ってくれないか。君の手料理が食べたいんだ』

　顔が見えないこともあり、ヤクザとは思えないかわいいことを言う彼に違和感が増して返事に窮する。

（なんて言えば……）

　動揺していると、彼が明るく尋ねてきた。

　『明日、君の仕事はいつ頃終わる？』

「えっと、今は繁忙期ではないので、たぶん六時には終わると思います」

　『その後、俺とデートしてほしい。ドライブに行こう。行ってみたい場所はあるかい？』

　優しく気遣う彼の声は普通の恋人のようで、強張っていた体からゆっくりと力が抜けていく。

「ドライブですか……わかりました」

　『行きたい場所はないのか？』

「そうですね、特にないですね」

　『それじゃあ、俺がとっておきの場所へ案内するよ。楽しみにしていてくれ』

「はあ……」

　『それじゃあ、お休み、優菜』

「お、お休みなさい」

　電話を終えて、思わず息を吐く。

「……相手は極道なのに。しかも立ち退きしろと言って困らせてくる人なのに、どうして普通に話しているんだろう」

　ぽつり呟くと、手に持っていた携帯電話がメール着信を伝え、驚いた。

　【優菜お休み。よい夢を。俺は君の夢がみたい。好きだよ。　俊介】

　絵文字のない、シンプルで短いメールを見た瞬間、胸が小さく跳ねる。

「も、もしかして、からかわれているの？　それとも本気で？　まさか……」

　返事を打とうとして、迷ってやめた。

　


　翌日、伏見事務機のオフィスは終業時間を過ぎて、くつろいだ雰囲気になっていた。

　営業の男性社員や和也が取引先から戻ってきて、それぞれ帰宅していく。

　そんな中、優菜と一緒に事務を担当している清美さんが、青ざめてパソコンを見つめていることに気づき、どうしたのと声をかけた。

「半年分のデータをまとめるところを、三カ月分で作ってしまったんです。やり直すと一時間はかかるので……」

　清美さんはシングルマザーで、小学一年生の娘さんがいる。

　学童保育から帰ってひとりで家にいる娘さんのことが心配なのだろう。

「後は私がやっておきます。清美さん、早く帰ってあげてください」

「でも、あたしのミスなのに、すみません」

　うなだれる清美さんの肩に手を置き、大丈夫です、と告げる。

　清美さんが帰った後、集中してパソコンを打ち直していると、ふと視線を感じて振り返り、驚いた。スーツ姿の俊介さんが立っていた。

「やあ、優菜」

　時計を見ると、もう六時を過ぎている。

「すみません、残業になってしまって」

　彼はふわりと優しく微笑んだ。

「気にしないで、仕事を続けて。俺は車の中で待っているから」

　ポンと優しく頭を撫なでられ、早くしろと怒鳴られる覚悟の優菜は目を見開いた。

　彼は仕事の邪魔をしないように気遣ってくれているようで、それからずっと車の中にいた。

　なんとかデータを正しく入力し直すと、七時になってしまった。一時間も待たせてしまい、急いで片付けて会社を出て、駐車場停まっている高級車に近づく。

「お、怒っているかな……」

　いくら何でも待たせすぎた。相手はプライドの高い大堂組の若頭だ。

　緊張しながら、窓ガラスをコンコンと叩くと、彼は笑みを浮かべて車を降りてきた。

「お、お待たせしました、すみませ……」

　長い腕で優しく抱きすくめられて言葉が途切れる。

「お疲れ様、仕事は終わったかい？　よく頑張ったね」

　耳元で囁かれた声はとても優しい。

　鼻先を彼の香水のいい香りがかすめ、心臓がぎゅっと収縮するような感覚に包まれた。

「俊介さん……一時間も待たせてしまって、本当にすみません」

「謝ることはないよ。仕事を一生懸命に頑張る優菜をずっと見ていた。ほら、ここからちょうど、君が見えるんだ。ますます好きになってしまったよ」

「……」

　彼は助手席のドアを開けて、座らせてくれた。

「少し車を走らせるから、君はゆっくりしてくれ」

「あの、ど、どこへ……？」

「秘密だ」

　くすっと彼が笑うと、つられて優菜も笑顔になった。

　彼の運転する車が高速道路に乗り、スピードを上げる。

　いつの間にか、夕暮れが藍色へ変わり、やがて空は漆黒の闇が広がった。

　車は高速を下りると、河川敷の方へ左折し、やがて停車した。

「ここだよ」

　車を降りて、彼について歩いていく。

「足元に気をつけて」

　そう言って彼が手を繋いでくれた。

　大きな彼の手から伝わる温もりが胸にぽかぽかと浸みていく。

　少し歩くと涼風を感じ、目の前に夜景が広がった。

「わぁ、すごい……」

　思わず感嘆の声を上げて見入っていると、そっと肩を抱き寄せられた。

「きれいだろう？　ここは穴場でいつも人が少ないんだ。七月頃には蛍もいる。来年、一緒に見に来よう」

　甘い囁きに頬が熱くなり、「はい」と小声で頷く。

「君にこれを」

　上着の胸ポケットから、彼が細長い小箱を取り出した。

「た、誕生日でもないのに、そんな、もらえません」

「わかった。今後はプレゼントを持ってこないようにする。今回だけは受け取ってくれないか？」

　真剣な表情の彼に、頷いてそれを受け取る。

　包装を解くと、中から腕時計が出てきた。

「……俺の母が、父から最初にもらったのが、腕時計なんだ。だから俺も君に、同じように贈りたかった」

「……あ、ありがとうございます」

　彼は優菜の左手首に、その時計を巻くと、嬉しそうに顔をほころばせた。

「よく似合っている。良かった」

　長身を屈めるようにして、彼が顔を近づけた。唇が重なり、驚いて彼から距離を取ろうとするが、腰を掴んで引き寄せられ、強く抱きしめられる。

「しゅ、俊介さん……」

「まだ俺が怖い？」

　弾かれたように顔を上げた優菜の唇を彼の唇が素早く覆った。

「……しゅ……っ」

　言葉が彼の唇へ吸い込まれ、口づけが深まっていく。彼が唇から舌を差し入れてきて、ビクンッと体が揺れる。

（う、嘘……本気で、こんなキスを……）

　口の中を遠慮なく掻き回され、甘く啄ついばむように唇を吸われて、背筋がぞくぞくと震える。

　顔を背けようとするが、背中を抱いていた彼の手に後頭部を押さえつけられ、逃れられない。

「……ん、ぅ……っ、んん……」

　彼のキスは巧みで、頭の中が白くかすんでいく。何より困っているのは、この行為を気持ちいいと感じている自分の気持ちだった。
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　彼の唇はあたたかくて優しい。

　トクトクと鼓動が速まり、足がガクガクと震え出し、立っていられなくなると、彼がようやく顔を離した。

「はぁ、はぁ、俊介さん……っ」

　彼は切れ長の目をやんわりと細め、じっと優菜を見つめている。

「顔が真っ赤だよ。君は本当にかわいい──」

　優しく彼の手に頬を撫でられて、呼吸がさらに乱れてしまう。

「優菜……」

　再びぎゅっと強く抱きしめられ、胸が甘く締めつけられる。

「好きだよ、優菜──」

「……」

　何も言えずにいる優菜を彼は身じろぎもせず、抱きしめていた。

　真剣な眼差しと言葉に心臓がきつく締めつけられ、優菜は泣きたいような、切ない気持ちになった。

　


　それから二週間が経った。

　俊介さんからは、朝晩欠かさず、おはようとおやすみの電話とメールがあり、仕事が終わる時間になると、駐車場に高級車とともに現れる。

　最初のころは、姉が極道に強姦されると心配していた和也だが、誠実な俊介さんの態度に今では「すげぇ一途だなぁ」と感嘆している。

　雨が上がった金曜日、仕事が終わって会社を出ると、俊介さんの高級車が駐車場に見え、彼が颯さっ爽そうと近づいてきた。

「優菜、仕事が終わったか？　デートしよう」

　いつものように、スーツ姿の俊介さんが赤い薔薇の大きな花束を差し出した。

　こうした所作が美形の彼によく似合い、優菜はどうしていいかわからず、真っ赤になって狼うろ狽たえてしまう。

「あの、プレゼントはいいと以前から……」

　動揺して目を泳がせる優菜に、俊介さんは優しく微笑んだ。

「花だけは許してほしい。どうして君に贈りたいんだ」

　家中、もう置き場がないくらい、花でいっぱいになっている。

　もしかして、これも新手の嫌がらせかもと思ってみたりするが、彼の真摯な瞳を見ると、誠実に花を贈ってくれている気がして、胸がトクトクと鼓動を速めた。

「今日は夕食を一緒に食べて、君の好きな映画を見よう」

「いつも私の好きなものばかりなので、たまには俊介さんの見たい映画を……」

「俺は君が喜んでくれるだけで、十分楽しい」

　臆面なく言ってのける彼の真意を測りかね、促されるまま車に乗った。

　映画館の駐車場に停車して、車を降りて歩いていると、体が重くてふらついた。

「あっ」

　目眩めまいがして倒れそうになったところを、彼の逞しい腕が支えてくれる。

「すみません」

「優菜、君……熱があるんじゃなか？」

　眉間に縦ジワを刻み、彼が優菜の額に手を当てた。

「そ、そう言えば、昨夜から風邪気味で、仕事中も頭痛が……」

　額を押さえながらそう言うと、目の前の彼が表情を変え、叫んだ。

「バカッ！　なぜもっと早く言わないんだ？　こんなに熱が──」

　いつもは冷静な彼が珍しく声を荒げ、優菜の膝ひざの裏と背中に手を回し、素早く横抱きにして車へと足早に戻ってしまう。

　後部座席にそっと座らせ、くしゃくしゃと髪を撫でられた。

「こんなに熱が高いのに……体調が悪い時はすぐに俺に言ってくれ。無茶をして死んだらどうするんだ……っ」

「し、死んだり、しません……」

　思わず苦笑すると、彼に強く抱きしめられた。

「組の若い舎弟で、熱があるのに無理をして、死にかけた奴がいたんだ。君に何かあれば、俺は……頼む、無理をしないでくれ」

「わ、わかりました、気をつけます」

「本当だよ、優菜──」

　彼がそう呟くと、背中に回された腕に力が込められた。

　そのまま目を閉じて彼の温もりに包まれる。

（心配してくれている……俊介さんは会社を立ち退かせて、困らせようとしている人なのに、どうしてこんなに優しくしてくれるの？）

「俊介さん、私……」

「うん？　どうした？」

　そっと目を開けると、彼の温和な笑顔が見え、そのことが自分でも信じられないくらいうれしい。

「なぜそんな顔をしている？」

「俊介さんが……、優しくしてくれるので……うれしいんです」

　熱のせいで、正直に気持ちを吐露してしまうと、彼はぐっと表情を引き締めた。

「うれしいのか？　そうか……。君は極道の俺を怖がっていたが、もう大丈夫なのか？」

「あ……今は、怖く、ないです」

　彼は驚いたように目を見はり、すぐにその目を輝かせて顔を覗き込んだ。

「俺のことを好きか？　俺に触れたいと思ってくれるか？」

「なっ……それは、まだわかりません……」

「そうか──もし君の気持ちが動いたら、その時は本当の恋人になってほしい」

「本当の恋人……？」

「君を抱きたい。君と一つになりたいんだ」

　彼の眼差しが熱を帯びていくのを見て、心臓が大きく跳ね上がった。

　恐怖とは違うが、まだ男性と深く付き合った経験のない優菜は、求められると途端に怖気づいてしまう。しかも相手は極道だ。

（どうして私を……私なんて普通で……他にもっときれいな人がたくさんいるのに）

　その戸惑いが伝わったのか、彼は静かに言った。

「無理強いはしないよ。君が俺を受け入れてもいいと思ってくれるように努力するし、それまではキスだけで我慢するよ」

　額に優しいキスが落ち、くすぐったくて肩を竦すくめると、彼がそっと髪を撫でてくれる。

「今は熱を下げるのが最優先だ。これ以上はしないから安心してくれ」

　そう言って彼は家まで車で送ってくれ、部屋まで抱き上げて運び、看病してくれた。

　そのおかげで熱は一旦下がったが、夏風邪をひいたようで、頭痛が続き、翌日は仕事を休んだ。

　俊介さんから何度も【熱は下がったか？　食欲はあるか？　水分を摂っているのか？】と心配するメールが届く。

　出勤前の和也と母が部屋に入ってきた。

「おはよう、優菜、卵おじやを作ったから、後で食べてね」

「姉さん。僕が事務に入るから、心配せずにゆっくり休んでよ」

「ありがとう、母さん、カズ」

　父も顔を見せてくれ、家族が仕事へ行くと、優菜はベッドの中でうとうと眠った。

　夢の中で俊介さんが出てきた。よく覚えていないが、幸せな気持ちで目覚めた時、もうお昼になっていた。

　母が作ってくれたおじやを食べるころには、だいぶ体調が良くなり、熱も下がっていた。

（良かった……そうだ、俊介さんにメールしよう）

　心配してくれていたので、熱が下がったことを伝えようと思った直後、玄関の呼び鈴が鳴った。

「はい」

　パジャマのまま、あわててドアを開けると、ロングヘアーの見知らぬ女性が立っていた。胸が大きくて美しい人だ。

「あ……どちら様でしょうか」

「あたしは牧まき野のミホコといいます。伏見事務機に行ったら、あなたが今日休みだというから、家の住所を聞いて来ました」

　わざわざ職場にまで訪ねてくるなんて、何の用だろうと思っていると、ミホコさんは優菜の頭の天辺から爪先まで、値踏みするようにじろじろと見つめ、小さく笑った。

「ど、どういったご用事でしょうか」

　尋ねると彼女は、唇に笑みを浮かべた。

「大堂俊介さんって、知っているでしょう？」

　トクンと小さく鼓動が跳ねる。

「は、はい……知っています……」

「あたし、俊介の恋人なの」

　思いがけない言葉に息を呑む。

「こ、恋人？」






[image: ]






「ええ、伏見事務機の土地って、立地がいいわね。バス停が近いし、公園もあるし、マンションにすると高く売れると思うわ」

　突然話が変わり、優菜は小首を傾げた。

「なんの話ですか？」

「だから、あなたのご両親の会社のことよ。あの会社はいつ立ち退くの？」

　驚いてぶんぶんと首を左右に振る。

「た、立ち退きません！」

　ミホコが口角を上げて笑った。

「あら、まだ大堂組は諦めてないわよ」

「え……でも、俊介さんが、もう立ち退かなくていいと言ってくれました」

「ふふっ、俊介は好きだと言ってターゲットを惑わせる方法をよく使うのよ」

「え……う、嘘……」

　ミホコさんの声が遠ざかり、頭の中が白くなっていく。

「親切に忠告しに来たのに、信じてくれないのね。俊介は昔から狙ったモノを手に入れるためなら、手段を選ばない人なの。近いうちに、立ち退かされることになると思うわ」

　確固たる声で告げると、ミホコさんは腕を組んで眉を上げた。

「悪いことは言わないわ。あなた、俊介から離れた方がいいわよ」

　すっと体から血の気が引いていく。

「で、でも……、俊介さん、は……」

　それ以上言葉が出てこない。ミホコさんが畳みかけるように言う。

「あら嫌だ。あなた、まさか本気で俊介が自分に気があると思っているんじゃないでしょうね。ちょっと考えればわかるのに。おかしいわね」

「……」

　目を見開いたまま言葉がでない優菜を見て、ミホコさんが声を上げて笑った。

「とにかく、会社を守りたいのなら、すぐに俊介から離れたほうがいいわよ。それじゃあ」

　ひらひらと手を振って、ミホコが立ち去った。

　唖然となっていた優菜は、ひとり自室へ戻り、彼が贈り続けている置き場のないほどの花束と、彼からプレゼントされた腕時計を見つめ、崩れ落ちるようにしゃがみ込んだ。

　頭の中がジンジンと痺しびれ、思考がついていかない。雨の中を走った後のように、体が重く冷たくなっていく。

（会社を立ち退かせるため……）

　優しい彼の声と笑顔が胸に去来し、じわりと涙が浮かんで、唇を噛みしめた。

　そんな中、携帯電話がメール着信を告げ、ハッと我に返った。確認すると俊介さんからのメールだ。

　【体調はどうだ？　夏風邪はこじらせると重くなる。無理をしないように】

（俊介さん……）

　優しいメールには立ち退きという下心があり、彼から向けられる熱はすべて偽物だった。

　胸の奥が刃物で抉えぐられたようにひりひりと痛む。

　いつの間にか彼は、怖いヤクザという存在ではなくなっていた。

　──俊介は、昔から狙ったモノを手に入れるためなら、手段を選ばない人なの。近いうちに、立ち退かされることになると思うわ……。

　ミホコさんの言葉が追い打ちをかけるように、耳元でぐるぐる回り、こらえ切れずに涙があふれた。

　微熱がある頬ほほに涙が沁しみ、優菜は震える手でメールを返信する。

　【伏見事務機は立ち退きません。もう二度と連絡しないでください。お願いします】

　送信ボタンを押した後、放心したように携帯電話を見つめたが、いくら待っても彼からの返事はなく、携帯電話は静まり返っている。

（俊介さん……）

　胸の奥に穴が空いたようにもの寂しさが襲い、ふらふらと立ち上がって、部屋のベッドに横になった。シーツを頭までかぶり、目を閉じると、彼と過ごした至福の時間が思い出され、目眩がする。

「……う……っ」

　こらえ切れず、涙があふれた。声を殺して唇を噛みしめて泣く。こんなに泣いたのは、子供の時以来だと言うくらい泣いているうちに、うとうとまどろんだ。

　


「──優菜」

　低い声と頬を撫でる大きな手の感触に、ぼんやりと目を開けると、俊介さんの心配そうな美貌が見え、驚いて意識が覚醒する。

「俊介さん……？」

「寝ているところを起こしてすまない」

　彼は静かにそう言うと、あわてる優菜の背中に手を添えて、上半身を起こすのを手伝ってくれた。

「熱は、下がったようだね」

　額に手を置いた彼は少し目元を緩め、瞳を揺らして顔を覗き込んだ。

「泣いていたのか？　涙の痕あとが」

　気遣うように伸びてきた彼の手を、思い切りはねのける。

「触らないでください……っ」

「どうしたんだ？　先ほどのメールといい、一体何が──」

「全部、聞きました。大堂組がまだ、伏見事務機を立ち退かせようと狙っているって」

「立ち退き？　誰がそんなことを？」

「俊介さんの恋人の……ミ、ミホコさんというきれいな人が、教えてくれたんです」

　ミホコさんの名前を出すと、彼は眉根を寄せて口元を引き結び、険しい表情になった。

「優菜──」

「わ、私……、立ち退きません。ですから、これ以上何を言われても、私は……私……」

　気がつけば、涙が目からあふれ、頬を伝っていた。

　彼の前で泣きたくないと思うのに、涙が止まってくれない。

　今までの彼がくれた思い出が脳裏に浮かんで、切なく胸が締めつけられ、途切れることなく続く涙に、嗚お咽えつが漏れてしまう。

「……う、……ぅぅ……っ」

　涙が止まらず呼吸が震えて、うつむいて身動きできないままでいると、突然、彼に強く抱きしめられて驚いた。

「泣かないでくれ。優菜、君が傷つくのは何より辛い。……あの女を殺してやりたくなる」

　最後のところは低く冷淡な声だった。びくっと肩が揺れ、あわてて顔を上げる。

「ミ、ミホコさんに危害を加えないでください。親切で知らせてくれたんです。お、お願いしま……」

　抱きしめている彼の腕がさらにきつく体に回され、言葉が途切れた。

「俺は絶対に君を手放さない。別れたくないんだ。俺が好きなのはこの世で君一人だ」

　耳元で囁かれる彼の声は熱く真剣で、うっかり信じてしまいそうになる。

「……そ、そんなに伏見事務機の土地が欲しいんですか……」

　かすれた声で問うと、彼はゆっくりと首を左右に振り、腕の力を緩めてそっと体を離した。

　黒曜石のような瞳が揺れ、切なく細められている。

「土地は関係ないよ。すべて正直に話すから、聞いてほしい。いいね？」

　迷いのない言葉で告げ、真っ直ぐに見つめる彼の眼差しに黙って頷くと、彼はゆっくりと話しはじめた。

「君のご両親のことだが、少し前に取引先の連帯保証をかぶって借金を背負ってしまったんだ」

「借金を？　そんなことは聞いていませんでした……」

「言いにくかったのだろう。ご両親が相談に来られた時、子供たちに心配をかけたくないと言っていたよ」

　驚いて目を見開いている優菜の背に優しく手を回し、穏やかな声で続ける。

「それで我々が土地を買ったが、会社の所有者は今まで通り、君のご両親が持っている。一応、我われがそちらに土地を貸すということになったが……」

「そ、それじゃあ、会社を助けてくれたんですか？」

　両親から話を聞かされた時、土地を売ると聞いて、強制的に立ち退かされると思い、大堂組へ駆け込んだことを思い出し頬が熱くなる。

「私が、勘違いをしたから…」

　彼は穏やかな眼差しを向けて、ふわりと微笑んで優菜を見つめた。

「大堂組はシマの企業や店舗を大切にしている。仁義や筋の通らないことはしないから、今までと変わらず会社を継続してくれればいい」

「そ、それなら、どうして最初に言ってくれなかったんですか？」

　最初からそう言ってくれれば、安心できたのにと思うと、責めるような口調になってしまった。

　困ったように彼はすっと目を逸らせ、小さく息をつく。

「君に言わないように、君のご両親に口止めしていたんだ」

「な、なぜ……？」

　両親に口止めしてまで、会社を助けてくれたことを秘密にしていたのだろう。

「なぜって、君が好きだからだ」

　彼は強い眼差しで優菜を見つめ、肩を掴んだ。

「事務所に君が来た時、怯えながらも俺に歯向かってきた君がかわいくて仕方なかった。土地のことを話すと、そうでなくてもヤクザの俺を怖がっていた君は、恩を売られたと感じて、無理に交際していたかもしれない。だから言わなかったんだ」

　肩を掴まれた手に力が込められ、真摯な彼の眼差しが切なそうに細められると、優菜の胸が震えた。

「俊介さんは……私のことを本当に想ってくれているんですか？　で、でも恋人のミホコさんが……」

　かすれた声で尋ねると、彼は切なげに眉根を寄せ、ぐっと口元を引き締めた。

「そんな不安そうな顔をしないでくれ。ミホコは舎弟の愛人だ。何度も俺の愛人にしてくれと乞われたが、一度も付き合っていない。あいつは組長である俺の父にも色目を使っている。そういう女だ」

　彼が優しく頬の涙の痕に触れ、両手で優菜の頬を包んだ。

「こんなに泣いて……君を傷つけることを言ったあの女に、お灸をすえなくてはいけないね」

　彼の瞳にはっきりと怒気を帯びていて、ぞくっと身がすくむ。優菜の体が強張ったことに気づき、彼が掻き抱くように強く抱きしめた。

「あの女は大堂組を出入り禁止にさせる。君を泣かせる奴は絶対に許さない」

「俊介さん……」

「君は心配しなくていいよ」

　安心させるように、頬に優しいキスが落ちた。

「俺の母は普通のＯＬだった。大堂組の現組長で遊び人だった父が母と出会い、人生が変わったと言っていた。今でも母一筋で、息子の俺から見ても仲がいい。最初にプレゼントした腕時計は今でも母の宝物なんだ」

「素敵なご両親ですね」

　胸があたたかくなり、優菜は顔を綻ほころばせた。

　優菜の両親も仲がいい方だと思うが、彼の両親はもっと深く愛し合っているようで、そのことがなぜかすごく嬉しい。

　彼は優しく眼差しを緩め、じっと優菜を見つめた。

「父にとって今でも母は唯一無二の相手なんだ。子供の頃はなんでうちの両親はこんなに仲がいいんだろうって不思議だったけど、今ならその気持ちがわかる。俺にとって君はただひとりの相手だ。俺も君に出会って人生が百八十度変わったよ」

　胸の奥から絞り出すようにして、誠実に囁かれた言葉に、胸の奥から歓喜が込み上げ、疑念を飲み込んでいく。

「君の気持ちを聞かせてくれ」

　鋭い眼差しに、トクンと心臓が跳ね上がり、肩が波打つ。

「わ、私……俊介さんのことを最初は怖いと思いました。でも……」

　彼と接するうちに、後戻りできないほど、強く惹かれていった。自分の気持ちを止められず、気づいた時にはもう、心の中は彼への想いでいっぱいになっていた。

「好きです。俊介さんのことが大好き……」

　思い切って気持ちを吐露する。全身が火を点けられたように熱い。

「優菜、本当に？」

「ほ、本当です」

　彼のことが好きでなかったら、ミホコさんの言葉にこれほど傷ついたりしなかった。

　彼のことを想っただけで、胸が壊れそうに高鳴ってしまう。そう伝えようとすると、ふいに彼の手が伸びて顎を掴まれ、上を向かされた。

「愛しているよ、優菜──」

　囁いて見下ろす彼の瞳が真摯な輝きで煌めいているのを見て、あふれるほどの愛しさが胸の奥から込み上げてくる。

（私は俊介さんを愛している。心から……そして俊介さんも私を愛してくれている）

　そのことが心から信じられる。

　思わず手を伸ばして彼に触れようとすると、片手で簡単に手首を掴まれた。

「君を大切にしたいと思っている。無理強いもしない。でも……もう俺は限界だ」

　切なさにあふれた瞳が苦しそうに細められ、啄むように口づけられた。

「君が欲しい──優菜」

　甘く切ない声で名を呼ばれ、彼から求められているのだと実感する。

　その瞬間、彼への抑えられないほどの愛しさが胸の中で膨れ上がり、何も言えないまま、彼の胸にぎゅっとしがみついた。

　彼がこつんと額を合わせ、優しく微笑んだ。

「熱は下がったようだね。……いいか？」

　囁きながら、彼の指先が頬を滑り、輪郭をなぞりながら唇に触れた。

　熱情を帯びた眼差しに見つめられ、そっと唇が重なる。

「……あ……、ぅ……」

　角度を変えながら口づけが深まっていき、熱い舌が挿入される。舌を絡ませられ、喉の奥から甘い声がもれた。

「ん、ん……ぁあ……っ」

　巧みな口づけに吐息が漏れるたび、彼の呼吸も熱くなっていく。

「俊介さん……っ」

　後ろに回り込んできた彼の手のひらが、うなじをさするように上下し、体重をかけながら、ゆっくりとベッドへ沈み込む。

「優しくする。だから怖がらないで。どれだけ俺が君を好きか、わからせるから──」

　真っすぐに見つめられ、胸がいっぱいになった。胸の鼓動が壊れそうに早鐘を打っている。

　彼はついばむような優しいキスを繰り返しながら、優菜のパジャマを脱がせると、自らもネクタイを外し、スーツを素早く脱ぎ捨てた。

　なだらかに隆起した広い肩と、張りつめた胸と引き締まった腹部に思わず見惚れてしまう。

　いつもダークスーツでネクタイを締めている彼の逞しい裸体に、言葉もなく見入っていると、彼がふっと微笑み、覆いかぶさってきた。

「白くてきれいな肌だ。優菜……好きだよ」

　耳たぶを甘く噛まれ、ぞくぞくとした痺れが全身を駆け抜ける。

　彼は身を屈めるようにして、乳首を口に含み、もう片方の乳首を指先で強くねじり上げた。

「あっ、んん……っ」

　舌と指先で激しく愛撫されるうちに、乳首がどんどん固く尖とがり、甘い痺れが体の芯をうずかせる。

「んっ……ぁあっ……、ぁあん……」

　胸の痺れが下腹部に伝わり、足の付け根がじんじんとうずきはじめた。

　足をこすり合わせるようにすると、気づいた彼が小さく笑って優しく口づけ、ゆっくりと腰を抱き寄せ、そっと秘所に手が伸びる。

　彼の指に花びらを撫でられた瞬間、ピクッと腰が跳ね、羞恥でどうにかなってしまいそうに、全身が熱くなった。

「やっ、恥ずかしいです……だ、ダメ……お願い……っ」

　身をよじる優菜を見つめ、彼が熱を帯びた声で囁く。

「こんなに濡れているのに、ダメなんて言わないでくれ。大丈夫だよ。怖くないから」

　クチュ、クチュ、と水音が響き、花芯や花びらを彼の指にくすぐられる。

「は……ふ……、あぁ……っ」

　彼の指の動きに、頭の芯が溶かされそうになり、何も考えられなくなっていく。

　彼はピクピクと震える腰を抱き寄せながら、なだめるように唇を辿る濃厚な口づけを落とし、囁いた。

「指を入れるよ。優菜、体の力を抜いて」　

　言いながら、彼が敏感な花びらを愛撫し、中指を蜜襞を掻き分けるようにしてねじ込んできた。

「ひっ……んん……」

「君は初めてなのか？」

　こくんと頷くと彼が表情をほころばせ、優しく口づける。

「うれしいよ。痛くないように、中をやわらかくするから──」

　敏感な粘膜の上を擦り付ける指の感覚に、喉の奥がひくついて、痛いような快感がせり上がってくる。

「ん……っ、……ふぁ……っ」

　濡れた蜜路の感覚を確かめるように、彼の指に掻き回され、同時に敏感な花芯を彼の親指に愛撫され、触れられた突起がジンジンとうずいた。

「ああっ……んんっ、あっ、あっ、あぁ」

　思わず声を上げて首をのけぞらせると、彼が表情を緩める。

「かわいい声だ。真っ赤になった君もすべて愛らしい。たまらないよ」

　耳元で囁かれ、シーツにふわり広がった髪を彼が優しく撫でた。同時に耳たぶに甘く噛みつかれて、ドクドクと鼓動が速まる。

　全身が甘い快楽に包まれると、彼はふっと息をつき、蜜を滴らせた指を引き抜いた。

「ほぐれてきたようだね。今から君の中に入るよ。最初は痛いと思うが……」

　熱い息をはいた彼に両足を割り開かれる。

　大きさと硬さを増した怒張の尖端がめり込んでくると、身を割られるような衝撃が走った。

「ああ……っ」

　灼熱が狭い膣道を力強く押し開く衝撃と共に、硬く膨れ上がった彼の分身が押し込まれていく。

「んんっ、ああ……あっ……あっ！　んぅっ」

　ぐっと一気に奥まで入ってきた彼の灼熱に粘膜を力強く貫かれた瞬間、全身小刻みに震えた。

　彼は腰を揺すり、すべてを納めきると、優しく口づけながら、痛ましげな眼差しでじっと優菜を見つめる。

「──大丈夫か？」

　唇を噛みしめ、コクコクと頷く。

「だ……いじょ……ぶ」

　初めて男性の灼熱を受け入れた蜜口が、その硬さと大きさに押し拡げられ、襞が懸命に収縮している。

「優菜……君の中に俺がいるのがわかるか？」

「……う、ん……、熱くて、大きい……」

　そう言うと、中の彼が一層大きくなった。

　熱く脈打つ灼熱が、まるで意思を持っているかのように、肉壁の中でうごめいている。

「少し、動くよ──」

　硬い切っ先で感じる場所を擦られ、ジンジンと胸の奥がうずき、腰が震えた。

　深々と突かれ、大きく背が仰け反る。一度腰を引き、足が浮き上がるほどに深く突き上げられ、ゆっくりと内部を探るような抽送が始まった。

　熱くて硬いものが行き来する。その未知の感覚に声が震える。

「やっ、や……っぁ……あ……っ……」

　彼の抜き差しする動きに合わせて、硬い先端で最奥を突かれ、喉が反り返る。

　彼に穿たれた敏感な粘膜が熱くて気持ちいい。浅く深く、彼のリズムに翻弄されながら、どんどん快感が高まり、内股がきゅうっと引き攣つる。

「くっ、君の中が熱くて蕩とろけてしまいそうだ。本当に好きな子を抱くのが、これほど気持ちいいとは──」

　両手を押さえつけるようにされ、深く口づけられる。

　激しく舌を絡める彼に夢中で応えながら、胸の奥から彼への愛しさがあふれた。

　彼にされるのなら、どんなことでも怖くないと思え、いつの間にか自由になった両手で彼の背中にしがみついていた。

「優菜……」

　彼は何度も啄むようなキスを落としながら、勢いよく腰を打ち付けた。

　狙いすましたように一番感じる場所を穿うがたれ、突き上げられて、全身をビリビリと甘い電流が駆け抜ける。

　白い喉が震え、頭が眩むような快感に揺すり上げられて、唇から甘いすすり泣きが漏れた。

「俊介さん……さん……っ、はぁ、はぁ……」

　乱れた髪が汗に濡れ、頬に張り付くと、彼が優しく髪を撫で、優しく口づけを落としていく。
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　彼を見上げると、形のよい額に汗が浮かび、快感に眉をひそめ、辛そうに口元を引き締めている。

　欲情に濡れた切れ長の瞳が潤んでいるのを見て、幸せな気持ちに包まれながら、その力強い律動に身を委ねる。

　彼は奥深くまで灼熱をうずめたまま、荒い呼吸を繰り返し、囁いた。

「優菜……君のすべては俺のものだ。そして俺のすべては君のものだよ」

「俊介さん……、んん、あ、お、奥がっ」

　彼に揺さぶられ、痛いほどの刺激と共に、頭の中が真っ白になるような感覚に包まれる。

「はぁっ、あっ、あっ、あぁぁ……」

　敏感な最奥をことさら強く突き上げられ、彼に擦られ、穿たれた部分が熱くて、気持ちいい。

　ぐちゅぐちゅと淫らな音を立てて掻き回されて、内側で弾けた強烈な快感に、背を仰け反らせて身を震わせた。

「あ、あ、あ、あああ──っ」

　全身をくまなく満たしていく甘やかな痺れに全身を震わせた瞬間、中の彼がドクンと大きさを増した。

「くっ……優菜……っ」

　中で彼が弾け、飛ひ沫まつを放出する。腹部に彼の熱いほとばしりを感じながら、恍惚とした浮遊感に押し上げられた。

「……あぁっ！　ああああぁぁぁ……！」

　ひときわ高い声を放って、彼にしがみつくと、彼は腰をゆっくりと前後に動かし、たっぷりとした熱情を奥へ送り込んでくる。

「優菜……愛しているよ。君を絶対に離さない」

「俊介さん……私も、心から愛しています」

　彼を想う気持ちが胸から泉のようにあふれ、指先まで染み渡り、抑えられなくなって彼に抱きつく。

「これからずっとそばにいてほしい。子供や孫が育って、年を取ってからもずっと」

「ま、孫、ですか？」

　思いがけない言葉に目をまたたかせると、彼が優しく目を細め、溶けるほど熱くて甘い口づけを落とした。　

「そうだよ。俺は重くて諦めが悪い男だから、覚悟してくれ。もう二度と君を離さない。俺のそばでずっと笑っていてくれ」

「俊介さん……っ」

　苦しいくらい幸せで、彼の温もりと至福を感じながら、逞しい彼の胸に頬を押し当てる。

　トクトクと心地よい鼓動が聞こえ、彼の腕の中で幸せに包まれて目を閉じた。

　


★おわり★











若頭から溺愛されました。

（事務ＯＬな花嫁はいまだ困惑中です）
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